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で，研修では 2013 年に改定された最新の GHS
文書を抜粋輪読することで，分類・区分の基準






















































































値が無い場合の CRA手法（JISHA 方式 CB）を
示す．  
2.3.1 ハザードレベル(HL)の決定 
物質の GHS 分類結果を表 3 に当てはめ，最
も高いレベルをその物質の HL として採用する．
更に，眼と皮膚に対して有害性が認められる場









EWP = A + B – C + D 
Aは使用量レベル，g(ml),kg(l),t(kl)をポイント化
する．B は，液体の場合は使用温度が沸点より
表 2 急性毒性の区分基準 
ばく露経路 区分1 区分2 区分3 区分4 区分5
経口(mg/kg体重) ≦5 ≦5 ≦300 ≦2000 ≦5000
経皮(mg/kg体重) ≦50 ≦200 ≦1000 ≦2000





蒸気(mg/l) ≦0.5 ≦2.0 ≦10 ≦20
粉じん及びミスト
(mg/l)
≦0.05 ≦0.5 ≦1.0 ≦5













































































































構成を図 4 に示す．Web サーバに Apache2 を，














































































































図 5 WebCRA トップページ  
 
図 6 WebCRA 物質入力ページ 
図 7 WebCRA 実験条件入力ページ 








図 9 WebCRA 結果の詳細ページ 
図 10 WebCRA 結果の詳細ページ（続き） 
























































6月 27日 打合せ，CRA概要把握 
7月 18日 CRA指針の学習 
8月 8日 指針解説，JISHA 方式 CRAの学習 
8月 18日 JISHA 方式 CB の学習，GHS 文書の輪読 
8月 25日 GHS 分類結果 Excel ファイルの確認，VBAマクロ演習 
9月 9日 CRA実務研修参加報告 
10月 3日 Excelマクロプログラミング実習，GHS区分抽出確認 
11月 7日 WebCRA 原版のデザイン，仕様の確認・打合せ 
12月 5日 WebCRA トップページ，説明資料等の検討 
1月 9日 WebCRA の修正確認と一部仕様変更の打合せ 



















表 5 薬品管理システムを利用した CRA結果 
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